
令和８年度第１回知立市総合教育会議 次第
日時 令和8年5月22日(金)

午後1時15分から
場所 知立市役所 301会議室

１ 開会

２ 議題
（１）知立市立学校の教職員に関する業務量管理・健康確保措置実
施計画について（P３～P１０）
（２）知立市GIGAスクール構想について（P１１～P１７）
（３）その他
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出席者名簿

市長 石川 智子

教育長 宇野 成佳

教育委員 伊藤 沙織

教育委員 寺田 節子

教育委員 蔭山 英順

教育委員 大橋 均

事務局（総合教育会議・教育委員会）

企画部長 古久根 健

教育部長 大山 峰生

企画情報課長 長尾 大輔

学校教育課長 丹羽 康二

企画情報課長補佐 小林 靖之

企画情報課主事 大西 佑弥
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知立市GIGAスクール構想
～ 個別最適化され創造性を育む環境の実現 ～

知立市GIGAスクール構想
～ 個別最適化され創造性を育む環境の実現 ～

新しいSociety5.0の時代に生きる知立市の多様な子供たちすべて

に、１人１台の端末を整備し積極的にICTを活用することで、これから

の時代に必要な資質・能力を育成する。

授業観の変革授業観の変革

一人一人で学びに向かう【個別学習】

仲間とともに課題を解決する【協働学習】

教師が教える 子供が学びとる

（インプット中心） （アウトプット中心）

これからこれから
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社会の変化社会の変化

「情報活用能力」を、言語能力と同様に「学習の基盤となる
資質・能力」と位置付け、その育成のためにICTを活用した
学習活動の充実を図る。

新しい学習指導要領の方向新しい学習指導要領の方向

グローバル化や人工知能・AIなどの技術革新が急速に進
み、予測困難なこれからの時代。 子供たちには「自ら課題を
見つけ、自ら学び、自ら考え、自ら判断して行動し、よりよい
社会や人生を切りひらいていく力」が求められる。
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個別学習としての活用個別学習としての活用

ドリルソフトで自分の
ペースで学習する

教科書のQRコード
を読み取り教材を
自分で操作する

協働学習としての活用協働学習としての活用

NHK for School
などの動画を視聴
して学びを深める

写真・動画・音声などの機能
を使ってレポートを制作する

インターネットで検索
して調べ学習をする

自分の考えを視覚化して伝える 意見を比較検討する

探究的な活動を行い
作品を協働制作する

グループでプレゼン
を作成し発表する

一人一人の教育的ニーズや学習状況に応じた学習

一人一人の考えを共有し、多様な意見に触れられる学習

資料出典：文部科学省「教育の情報化ビジョン」
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今後こんな活用も目指します今後こんな活用も目指します
各種便りのネット配信 連絡帳としての活用

（欠席時の連絡）

アンケート調査 休校時や非常時の連絡

働き方改革にもつながります働き方改革にもつながります

・授業支援アプリの使用による課題のやりとり

→ ワークシートなどの印刷が不要に

・授業での振り返り、成果物をデータで回収

→ 子供一人一人の変容を見ることや評価の蓄積が可能に

・Microsoftアカウントの取得

→ 学校間・教職員間の情報共有、オンラインでの会議や研修

これまでの

教育実践の蓄積
ICT

学習活動の一層の充実

主体的・対話的で深い学び
× ＝

発行 ： 知立市教育委員会 令和３年１月

これまでの教育実践とICTのベストミックスを図ることにより、全ての子供た
ちの可能性を引き出す、個別最適な学びと協働的な学びの実現を目指します。
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GIGA スクール（ICT）の状況について 

 

 
【知立市の取組、成果と課題】 

  情報教育研究推進委員会（各小中学校から担当 1 名参加）を中心とした授業実践や視察、ICT 活用の授業研
究会を実施することにより、次のような成果と課題があった。 

 成果 

〇授業実践による情報モラルからデジタル・シティズンシップ教育への意識の向上 
  〇先進校視察による、授業改善の方向性の明確化 
  〇教員への研修会の実施による、教員の ICT 活用の推進（授業での活用） 
  〇ICT を授業内で利活用する児童生徒の姿 

 課題 

  〇令和の日本型教育実現に向けた教育 DX の研究の研究 
   デジタル・シティズンシップ教育のさらなる向上 

生成 AI の活用に向けた運用方針やガイドラインの策定 
   情報活用能力の育成 
  〇教員の ICT 活用の更なる推進、活用能力の向上（ボトムアップ） 
   基本的な操作、活用方法、複線型授業の理解（他者参照、共同編集など） 
   
 
 
参考資料   
【他市との比較から見える知立市の現状（業者との話の中より）】 

 ・授業での利活用はよい状況にある 
   児童生徒が当たり前のように端末を操作し、教員も授業の中でのなくてはならない道具として活用してい

る姿は、全体を見渡すと良い方に位置している。調べ学習に使ったり、資料の一斉送信、回収、学習記録の
蓄積などに使用したりする姿が日常的に見られている。 

 ・教員のリテラシーもよい状況にある 
   技能や知識に差はあるが、全体的には良い状態と考えられる 
 ・予算は大きいとはいえないが、各小中学校、教育庶務課、学校教育課、業者との協力・努力で整備がなされ

ている。 
   次の様々な校務や授業のクラウド化や新しい学び方に向けた整備をするためには、さらなる予算が必要に

なってくると考えられる。セキュリティーなども含め、検討が必要である。 
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全国学力・学習調査における知立市の児童・生徒のＩＣＴ活用状況について  児童生徒アンケート  

＜児童生徒質問紙調査より＞ 

【令和4 年度】 

・小中学校ともに、今まで受けた授業でＰＣ，タブレットなどのＩＣＴ機器を使用したという割合が全国と比較し
て高い。 

・友達と意見を交換する場面や自分の考えをまとめ、発表する場面で、ＰＣ、タブレットなどのＩＣＴ機器を使っ
ていると回答する割合が全国と比較して高い。 

・学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使うのは学習の役に立つと回答した児童生徒の割合が全国と
比較して高い。 

【令和5 年度】 

・小中学校ともに、今まで受けた授業でＰＣ，タブレットなどのＩＣＴ機器を使用したという割合が全国と比較し
て高い。 

・学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使うのは学習の役に立つと回答した児童生徒の割合が全国と
比較して高い。 

・小中学校ともに学校の授業以外に学習のためにＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使う時間が全国と比較し
て長い。 

【令和6 年度】 

・小中学校ともに、今まで受けた授業でＰＣ，タブレットなどのＩＣＴ機器を使用したという割合が全国と比較し
て高い。 

・小中学校ともにＰＣ，タブレットなどのＩＣＴ機器を活用することについて、楽しみながら学習を進めることが
できると回答した児童生徒の割合が全国と比較して高い。 

【令和7 年度】 

・小中学校ともに、今まで受けた授業でＰＣ，タブレットなどのＩＣＴ機器を使用したという割合が全国と比較し
て高い。 

・小中学校ともに学校の授業以外に学習のためにＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使う時間が全国と比較し
て長い。 

・小学校は、学習の中でＰＣ，タブレットなどのＩＣＴ機器を活用することについて、楽しみながら学習を進める
ことができると回答した児童の割合が全国と比較して高い。 

・小学校は、学習の中でＰＣ，タブレットなどのＩＣＴ機器を活用することについて、わからないことがあったと
きにすぐ調べることができると回答した児童の割合が全国と比較して高い。 

・小学校は、学習の中でＰＣ，タブレットなどのＩＣＴ機器を活用することについて、友達と協力しながら学習を
進めることができると回答した児童の割合が全国と比較して高い。 

 
 
 
 

〇知立市の児童生徒は授業の中で、ＩＣＴ機器を使用する割合が高く、授業以外の家庭での学習にもＩＣＴを
活用することができている。個別の学習で、わからないことを調べる際に、ＩＣＴを活用したり、友達との
協働学習で考えを共有したり、比べたりする習慣も身に付いている。 

▲ＩＣＴ機器を活用した文章を作成、思考ツールや、表などで資料を整理しながらプレゼンテーションを作成
するなどの活用することに課題がある。 
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R7 年度 知立市 GIGA スクール構想状況調査の結果（Forms によるアンケート）  教師アンケート  
＜現状と課題＞ 
 ◎指導者(教師)用デジタル教科書の活用が進んでいる。「ほぼ毎日活用している」R7 年度 45％ 
 ◎「ロイロノート（授業支援アプリ）」の利活用が進み、教師の基本的技能の向上が見られる。 
   教材の提示や課題の回収、添削などの基本的な操作に加え、学習効果を期待した共有や比較などの操

作や指示ができる人が多く、道具としての定着が見られる。（  ）の数値は「できる・ややできる」
と回答した割合。 

   ・ノートや作品を写真に撮って、提出させること（94％） 
   ・教師が作成したカード（資料）を児童生徒に送付し、児童生徒が記入したカードを教師に提出させ

ること（94％） 
・児童生徒が撮影した動画を教師や仲間に直接送るようにさせること（90％） 
・教師が児童生徒から提出されたノート、カードを添削して返却すること（90％） 
・児童生徒が教師に提出した写真、カードを大型モニターや学習者用タブレットに一覧・個別表示する

こと（91％） 
・教師に提出した児童生徒の写真やカードを、アンダーラインを引くなどして強調し、大型モニター

や学習者用タブレットに提示すること（87％） 
 ・先生が作成した小テストやアンケートを児童生徒に取り組ませること（83％） 

話し合い活動や発表をする授業を支える道具としての活用も期待される。 
・児童生徒の学習活動をより深めるため、シンキングツールを使い、話し合い活動を行うこと 
（68％） 
・児童生徒の学習活動をより深めるため、児童生徒が調べたことや自分の意見をまとめ、プレゼンテ

ーションを作成して発表する授業を行うこと（76％） 
  ◎市や学校で実施した研修や ICT 支援員の支援が有効であったと感じている人が多い。 
   ・タブレットを活用するための研修（市や学校で実施したもの）は役に立った（94％） 
    校務効率化につながる研修を求める声がある。 
   ・ICT 支援員は、教員や児童生徒の支援に有効であった。（95％）。 
    効果的な実践の発掘、教員への共有から初歩的な技能の支援まで多岐にわたる。 

〇ロイロノートや Teams などを連絡手段として使っている場面が増えている。 
 ・学級や学年の児童生徒との連絡（31％）・部活動やクラブ・委員会・児童会・生徒会などの児童生

徒との連絡（24％）・教職員との連絡に使っている（33％） 
〇生成 AI を授業づくりや校務に活用する姿が見られる。（翻訳、文章校正、意見集約分析など） 
 ・生成 AI を授業づくりや校務のためによく使う、ときどき使う（55％） 
〇「デジタルシティズンシップ教育」について教員の理解と実践が進んでいる。 

  ・詳しく知っている（詳しく説明できる）、まあ知っている（少しなら説明できる）（73％） 
  ・授業を行った、行う予定がある（65％） 
 ▲ドリル学習など個別学習などの取り組みの推進、検証。 
 ▲児童生徒個人の特性や習熟度に合わせた学習スタイルの構築。ネットワークの強化。 
 ▲児童生徒用デジタル教科書の利活用の模索。 
 ▲アウトプットの機会の増加や技能の獲得（標準アプリケーションによる） 
教育活動や校務において、効果や効率を考えたとき、情報端末やネットワークなどの ICT は授業や校務を

支える道具や環境になっている。最終的には、自分の考えをアウトプットするような学び方、個別最適な学
び、自分自身で学び進めていくといった姿勢など、ICT 無しでは成し得ることのできないことへの挑戦が期
待される。AI の活用を始めとした校務 DX 化を促進し、そこから教育活動に生かせることはないかという視
点をもちながら進めたい。そのためにも、ネットワークの強化やさらなる設備の進化が求められる。 
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